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編集部注）「EN14476」（欧州規格）とは、手指消
毒剤のウイルス不活化効果を評価するための国際
的な標準試験法で、欧州標準化委員会（CEN）
により、詳細な試験条件が定められている。サラヤ
の衛生関連用品、家庭用・業務用洗浄剤、各種除
菌成分等の有効性評価試験が実施されている。

「感染症対策」と『COVID-19』

「手洗い・手指消毒」
【プロフィール】
大阪大学工学部醗酵工学専攻卒。大阪大学大学院工学研究科応用生物工学
専攻細胞生理学講座修士課程修了。1997年サラヤ株式会社に入社し、バイオ
ケミカル研究所に配属されて以来、研究一筋。2013年より所長として130人も
の研究・開発チームを率いる。酵母が発酵により生みだす天然洗浄成分「ソホロ」
の生みの親で、同社の「ハッピーエレファント」シリーズで実用化されている他、大
阪大学医学部とともに「ソホロ」を使用した細胞保存液（SOFORO Cryo®）等の
最先端再生医療の共同研究を行っている。1970年大阪生まれの大阪育ち。

お話を伺ったのは、
サラヤ株式会社
取締役　商品開発本部 本部長　兼
バイオケミカル研究所 所長

HIRATA YOSHIHIKO
平田 善彦氏工学博士

～家族の「安心・安全」を守り抜く！～

サラヤ微生物研究所＠大阪大学微生物
病研究所 有効性評価試験（2022年12
月31日までの試験結果をまとめた。）

EN14476に準拠した評価

新型コロナウイルス感染症

　
「
第
8
波
」は
22
年
10
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
。北
海
道
で
は
11
月
末
に
１
日
当
た

り
の
感
染
者
数
が
第
7
波
を
超
え
て
い
ま
す
。東
北

の
多
く
の
県
も
そ
の
傾
向
で
す
。一
方
で
、東
京
や
大

阪
で
は
、12
月
21
日
現
在
、第
8
波
の
感
染
者
は
第

7
波
ピ
ー
ク
の
半
数
ほ
ど
で
す
。第
8
波
は
感
染
者

数
の
増
加
が
緩
や
か
で
、地
域
格
差
の
あ
る
こ
と
が

特
徴
の
よ
う
で
す
。た
だ
、12
月
末
の
寒
波
の
せ
い
か
、

全
国
的
に
感
染
者
が
増
加
し
第
7
波
の
ピ
ー
ク
に
迫

る
勢
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。10
月
11
日
に
は
２
年
余
り

続
い
た『
C
O
V
I
D
ー
19
』の
水
際
対
策
が
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。海
外
か
ら
感
染
源
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
持

ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、こ
の
冬
特

に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
の
同
時
流
行
」で
す
。先
行
す
る
南
半
球
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、夏
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
。過

去
２
年
間
国
内
で
の
流
行
が
な
か
っ
た
た
め
に
、ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
保
有
率（
集
団
免
疫
力
）が
低

下
し
て
い
ま
す
。大
き
さ
や
形
も
症
状
も
似
て
い
る
２

つ
の
厄
介
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の「
同
時
流
行
」に
多

く
の
専
門
家
が
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

過
度
の
ス
ト
レ
ス
、生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
、偏
っ
た

食
事
、睡
眠
不
足
な
ど
は
、免
疫
力
を
下
げ
て
し
ま

い
ま
す
。免
疫
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す

が
、ま
ず
は
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、適
度
な
運

動
、良
質
な
睡
眠
、リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、ゆ
っ
く

り
と
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

基
本
的
な
感
染
対
策
は
、「
手
洗
い・
手
指
消
毒
」、

「
マ
ス
ク
の
適
切
な
使
用
」、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」な
ど

特
別
な
も
の
は
な
く
て
、で
き
る
こ
と
、当
た
り
前
の

こ
と
を
重
ね
て
や
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
た
と
え
入
っ
て
き
た
と
し
て
も
、日
常
的

な
感
染
対
策
が
シ
ン
プ
ル
で
効
果
的
に
感
染
リ
ス
ク

を
下
げ
て
く
れ
ま
す
。

 

変
異
を
繰
り
返
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
捉
わ
れ

が
ち
で
す
が
、「
R
S
ウ
イ
ル
ス
」や「
水
痘
」な
ど
赤

ち
ゃ
ん・
子
ど
も
の
健
康
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
る

感
染
症
は『
C
O
V
I
D
ー
19
』以
外
に
も
多
数
存

在
し
て
い
ま
す
。感
染
症
を「
正
し
く
知
っ
て
、正
し

く
恐
れ
る
こ
と
」も
大
切
で
す
。

基
本
的
な
感
染
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、免
疫
力
を

下
げ
な
い
生
活
習
慣
も
大
切
で
す
。バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
、適
度
な
運
動
、良
質
な
睡
眠
な

ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
手
指
な
ど
を
介
し
て
鼻
や
口
、目
の
粘
膜

か
ら
体
内
に
侵
入
し
増
殖
し
ま
す
。で
す
か
ら
手
洗
い
や

手
指
消
毒
に
よ
り
手
を
衛
生
的
に
保
つ
こ
と
が
感
染
対
策

で
重
要
な
の
で
す
。赤
ち
ゃ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る

ケ
ー
ス
は
親
や
兄
弟
か
ら
の
家
庭
内
感
染
が
大
半
で
、ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
を
家
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。帰
宅
後
す
ぐ
に
玄
関
で
手
指
消
毒
を
す
る
こ
と
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
う
が
い
」も
効
果
的
で
す
。う
が
い
を
す
る
こ
と
で
乾

燥
か
ら
守
り
、の
ど
本
来
が
持
つ
防
御
機
能
を
高
め
、さ
ら

に
う
が
い
薬
を
使
え
ば
殺
菌
効
果
に
よ
っ
て
口
腔
内
や
の

ど
を
清
潔
に
保
て
ま
す
。「
オ
オ
オ
う
が
い
」で
な
く
て
も

口
を
ゆ
す
ぐ「
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
」で
も
有
効
で
す
。サ
ラ

ヤ
で
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
宿
泊
療
養
者
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、

「
う
が
い
薬
を
使
っ
た
臨
床
研
究
」を
実
施
。そ
の
有
効
性

を
現
在
確
認
中
で
す
。
そ
の
上
で
、23
年
春
ま
で
に

w
i
t
h 

コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い「
う
が
い
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を

発
信
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に「
手
洗
い・手
指
消

毒
」で
、室
内
に
細
菌・ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
で
す
。

「
収
束
」は
ま
だ
見
通
せ
ま
せ
ん
。新
た
な
感
染
症
に

備
え
る
た
め
に
も
、日
常
の
感
染
対
策
を
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

事
実
上
、「
第
8
波
」に
突
入
し
、「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
流
行
」が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、遺
伝
情
報
を
持
つ「
一
本
鎖

R
N
A
ウ
イ
ル
ス
」で
、粒
子
の
外
側
に「
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
」

と
い
う
脂
質
性
の
膜
が
あ
り
ま
す
。変
異
を
繰
り
返
し
て

も
こ
の
ウ
イ
ル
ス
自
体
の
構
造
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
は
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
か
ら
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
の
が
特
長
で
す
。「
ア
ル
コ
ー
ル
手
指

消
毒
剤
」は
エ
タ
ノ
ー
ル
が
主
成
分
で
、ウ
イ
ル
ス
の
膜
を

破
壊
す
る
こ
と
で
感
染
力
を
低
下（
不
活
化
）さ
せ
ま
す
。

そ
の
殺
菌
効
果
は
濃
度
77
vol
％
で
最
大
と
な
る
こ
と
か

ら
、日
本
薬
局
方（
医
薬
品
の
規
格
基
準
書
）に
お
い
て
は

有
効
濃
度
が
76.
9
ー
81.
4
vol
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

サ
ラ
ヤ
で
は
医
療
や
介
護
現
場
等
で
安
心
・
安
全
に
使
っ

て
頂
く
た
め
に
、エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
商
品
を
開
発
し

て
き
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も〝
本
物
〞

の
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
て
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
で
弊

社
の
研
究
員（
サ
ラ
ヤ
微
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
）が
試
験
を

行
い
、【
表
１
】の
よ
う
に
19
年
の「
武
漢
株
」か
ら
昨
今
の

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」ま
で
当
社
製
品
の
有
効
性
を
確
認
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
評
価
試
験
サ
ン
プ
ル
は
1
0
0
を

超
え
、評
価
回
数
は
そ
の
10
倍
に
迫
り
ま
す
。調
査
す
る

中
で
、再
現
性
良
く
、有
効
性
が
確
保
で
き
て
い
る
企
業

は
、弊
社
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
で
、顧

客
に
安
心
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、務
め
ま
す
。

変
異
株
で
あ
っ
て
も「
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ル
ス
」

に
は
、高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
が
有
効
で
す
。

感染対策において「子育て家族」が
特に気をつけることは？Q3.

『COVID-19パンデミック』は、
2023年は「収束」に向かいますか？ Q5.

「武漢株」から「オミクロン株」など変異を重ねる
新型コロナにも「アルコール手指消毒」は効きますか？Q4.

免疫力の弱い妊婦さんやワクチンが接種できない
６ヵ月未満の乳幼児を持つ子育て家族は、
「withコロナ時代」にどう対応すればいいでしょうか？

Q2.

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
S
A
R
S
ー
C
o
V
ー
２
）は

今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
季
節
性
の
ウ
イ
ル
ス
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、現
時
点
で
は
、「
収
束
」は

見
通
せ
て
い
ま
せ
ん
。公
衆
衛
生
の
観
点
で
考
え
れ
ば
、

少
な
く
と
も
５
年
は
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ワ
ク
チ

ン（
m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
）が
短
期
間
で
実
用
化
さ
れ
た

こ
と
は
、人
類
の
感
染
症
対
策
に
お
い
て
大
き
な
前
進
で

す
。「
感
染
リ
ス
ク
」も「
重
症
化
リ
ス
ク
」も
圧
倒
的
に

下
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
一
方
で
人
間
が
地
球
環
境
の
恵
み
と
暮
ら
す
限
り
、

同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
国
境
も
薄
ま
れ
ば
、当
然
、新

た
な
感
染
症
の「
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
」が
起
こ
る
リ
ス
ク

は
高
ま
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ『
C
O
V
I
D
ー
19
』の
経

験
か
ら
学
ん
だ「
手
洗
い・
手
指
消
毒
」と
い
っ
た
日
常
的

な
感
染
対
策
を
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
習
慣
と
し

て
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。洗
い
心
地
の
よ
い

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、手
荒
れ
し
な
い
ア
ル
コ
ー
ル
、着
け
心
地
の

よ
い
マ
ス
ク
な
ど
、弊
社
も
微
力
な
が
ら
、ユ
ー
ザ
ー
が
少

し
で
も
楽
に
感
染
対
策
が
で
き
る
よ
う
商
品
の
改
善
を

進
め
ま
す
。皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
を
続
け
ま
す
。

表1 常備したい、SARAYAの感染対策アイテム

Q1. 日本国内の1日あたりの新規陽性者が20万人に迫っています。

　『新型コロナウイルス感染症（COVID-19）』パンデミックは、妊婦さん、子育て家族の
生活を一変させました。流行4年目が近づく中、今後どんな対策が必要になるのか。感染症
対策のエキスパート サラヤ株式会社バイオケミカル研究所 平田善彦所長に聞きました。

（インタビューは2022年11月8日）

（試験条件：アルコール手指消毒剤、作用時間：
15秒間、清潔条件）

■うがい薬コロロ■ハンドラボ 
　手指消毒スプレーVH

■肌ソフトマスク

※2022年２月厚生労働省の通達により「特定ウイルスに対
する有効性の告知」が可能に。外部機関で評価試験を行い、
エビデンスを取得した『ハンドラボ』にわかりやすい商品
POPが付けられている。

withコロナ
時代の
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とは？ 1952年創業。戦後間もな
い日本で、赤痢予防のため

の日本初の薬用石けん液と専用容器を商品化したことが始まり。医薬
品メーカーとして約半世紀前から「アルコール手指消毒剤」を開発し、
日本はもとより世界の医療・衛生環境を守ってきた。手指消毒用アル
コールは医療機関向けで国内シェアトップを誇る。


